
市

課

治

報

宇

広

発行

編集皐
１１３

〒611-8501宇治市宇治琵琶33

　　　　　　a 22-3141

　　　　FAX 20-8779

●毎月１日引日･21日発行

平成10年

(1998)

第1163号

' - い ｆ ｆ 卜 -－ 丿 ’ ●Ｍ 〃 - ： - ． － ･ ｆ ｆ － ㎡ - Ｅ Ｉ
Ｐ ’ ¨ ｙ ’ ?

10年度予算案など審議中

生
活
周
辺
整
備
を
重
視

当
初
予
算
総
額
9
0
7
億
9
8
4
8
万
円

　
宇
治
市
議
会
三
月
定
例
会
は
二
月
二
十
五
日

に
開
会
。
三
月
二
十
七
日
ま
で
の
三
十
一
日
間

の
会
期
で
審
議
し
て
い
ま
す
。
議
会
で
は
初
日
、

久
保
田
市
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
、
十
年
度

当
初
予
算
案
な
ど
三
十
五
議
案
を
提
案
し
ま
し

た
。
今
回
は
予
算
編
成
・
施
政
方
針
と
事
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
二
月
二
十
五
日
㈲
に
開
会
し

た
三
月
定
例
会
で
、
久
保
田
市

長
は
平
成
十
年
度
の
施
政
方
針

を
表
明
。
基
本
姿
勢
と
基
本
政

策
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
新
年

度
予
算
案
の
概
要
を
説
明
し
ま

し
た
。

　
十
年
度
当
初
予
算
は
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
を
含
む
予
算

りになる西宇治中学校校舎（完成予想図）▲市民の利用を前提としたつく

総
額
は
前
年
度
比
五
・
五
％
増

の
九
百
七
億
九
千
八
百
四
十
八

万
四
千
円
。
そ
の
う
ち
一
般
会

計
は
五
百
四
十
億
九
千
万
円
で

前
年
度
よ
り
七
・
三
％
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
伸
び
は
、

市
が
財
政
運
営
の
参
考
と
し
て

い
る
国
の
一
般
会
計
の
伸
び
な

ど
に
比
べ
大
き
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
総
合
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
や
西
宇

治
公
園
な
ど
の
整
備
事
業
と
、

本
年
度
か
ら
動
き
出
し
た
Ｊ
Ｒ

関
連
の
三
つ
の
事
業
の
事
業
費

の
伸
び
に
よ
る
も
の
。
こ
れ
ら

を
除
い
た
一
般
会
計
の
予
算
額

は
三
・
三
％
減
の
緊
縮
型
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
今
、
多
額
の
財
政
赤

字
を
抱
え
危
機
的
な
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
財
政
を

健
全
化
し
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
経
済
構
造
を
つ
く
る
た

め
、
法
律
を
整
備
し
歳
出
の
削

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方

自
治
体
に
も
歳
出
抑
制
と
行
財

政
改
革
を
推
し
進
め
る
よ
う
促

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、

市
で
も
十
年
度
予
算
で
は
厳
し

い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
毎
年

決
ま
っ
て
出
て
い
く
経
常
経
費

は
見
直
し
、
抑
制
。
ま
た
、
社

会
資
本
を
整
え
る
投
資
的
経
費

に
つ
い
て
も
見
直
し
、
削
減
し

て
い
ま
す
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、

ま
た
地
域
経
済
を
落
ち
込
ま
せ

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
個
人
住
民
税
の

特
別
減
税
や
法
人
税
の
税
率
引

き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
収
入
の

半
分
強
を
占
め
る
市
税
収
入
の

伸
び
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
景
気
の
動
向
は
先
行
き
に

明
る
い
材
料
が
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

可
能
な
限
り
適
正
に
見
積
も
っ

た
結
果
、
二
百
七
十
七
億
円
の

市
税
収
入
を
見
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
国
庫
支
出
金
を
積
極
的

に
導
入
し
、
地
方
債
を
有
効
活

用
す
る
な
ど
し
て
財
源
不
足
を

補
っ
た
ほ
か
、
や
む
を
得
な
い

も
の
に
限
っ
て
使
用
料
な
ど
の

料
金
改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
｝
方
、
歳
出
で
は
、
十
年
度

末
に
完
成
を
見
込
ん
で
い
る
総

合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

や
西
宇
治
公
園
の
拡
張
事
業
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
金
額
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
宇
治
駅
改
築
、
新
駅
設
置
、

複
線
化
な
ど
の
事
業
、
黄
桑
山

手
線
や
宇
治
横
島
線
な
ど
の
都

市
計
画
道
路
や
下
水
道
な
ど
の

都
市
基
盤
整
備
と
、
身
近
な
道

路
・
河
川
、
教
育
・
保
育
施
設

な
ど
の
生
活
周
辺
整
備
に
重
点

的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

　
主
だ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、

教
育
関
連
で
は
、
今
あ
る
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
西

宇
治
中
学
校
の
校
舎
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
も
生
涯
学
習
活
動
の

場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
「
開
放
型
校
舎
」
と
し
て
改

築
し
ま
す
。
ま
た
福
祉
関
連
で

は
、
木
幡
保
育
所
の
建
て
替
え

や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
建
設
補
助
な
ど
、
少
子
・

高
齢
化
を
見
通
し
た
地
域
福
祉

の
充
実
に
重
点
的
に
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
本
市
の
個
性
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
対

策
、
中
小
企
業
者
へ
の
不
況
対

策
な
ど
に
も
、
き
め
細
か
な
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
予
算
特
別
委
員
会
で

　
集
中
審
議

　
市
議
会
で
は
各
予
算
案
を
集

中
的
に
審
議
す
る
た
め
、
二
月

二
十
七
日
、
予
算
特
別
委
員
会

（
十
七
人
）
を
設
置
。
委
員
長

に
小
牧
直
人
議
員
、
副
委
員
長

に
鈴
木
章
夫
議
員
を
選
出
し
ま

し
た
。
同
委
員
会
は
三
月
十
日

叫
か
ら
二
十
三
日
囲
ま
で
の
日

程
で
集
中
的
に
審
議
し
て
い
ま

す
。
　
な
お
、
特
別
委
員
会
で
審
議

さ
れ
た
予
算
案
は
二
十
七
日
面

の
本
会
議
に
委
員
長
か
ら
審
議

結
果
が
報
告
さ
れ
、
行
政
組
織

変
更
な
ど
の
条
例
制
定
・
一
部

改
正
案
な
ど
と
合
わ
せ
て
議
決

さ
れ
る
予
定
で
す
。

２
・
３
面
に
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要

を
掲
載
し
て
い
ま
す

臨時福祉特別給付金

申請はお済みですか

　
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
申

請
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
の
人
は
早
め
に
手
続
き
を
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
１
人
あ
た
り
１
万
円

▼
対
象
・
申
請
先
…
老
齢
福
祉

年
金
や
各
種
手
当
を
受
給
し
て

宇
治
文
庫
９

い
る
人
几
ｙ
福
祉
総
務
課
各
係
、

国
民
年
金
課

回
臨
時
介
護
福
祉
金

　
　
１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
対
象
・
申
請
先
・
：
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
か
低
所
得
で

①
在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
ふ
長

寿
社
会
対
策
課
（
萱
内
線
2
3

4
6
）

②
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
、
海
過
的
福
祉
手
当

の
受
給
者
Ｉ
福
祉
総
務
課
障
害

福
祉
係
（
容
内
線
2
3
0
5
）

■
臨
時
特
別
給
付
金

　
　
１
人
に
つ
き
１
万
円

▼
対
象
…
平
成
1
0
年
２
月
１
日

現
在
、
満
6
5
歳
以
上
で
平
成
９

年
度
分
の
市
民
税
非
課
税
の
人

（
そ
の
人
を
控
除
対
象
配
偶
者

や
扶
養
親
族
に
し
て
い
る
人
も

市
民
税
非
課
税
）
で
、
臨
時
福

「
宇
治
の
道
旅
人
と
歩
く
」

　
　
　
歴
史
資
料
館
が
発
刊

　
歴
史
資
料
館
で
は
こ
の
た
び

宇
治
文
庫
９
「
宇
治
の
道
　
旅

人
と
歩
く
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
九
冊
目
と
な
る
今
回
は
、
宇

10年度版

市民カレンダー

もうすぐお手元

に 治
市
内
と
周
辺
地
域
を
古
く
か

ら
結
ん
で
き
た
九
つ
の
道
を
紹

介
。
宇
治
の
道
と
そ
の
沿
道
に

展
開
す
る
名
所
や
史
跡
、
そ
の

背
後
に
あ
る
身
近
な
歴
史

を
ご
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、

本
書
を
片
手
に
実
際
歩
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
の
詳
し
い
地

図
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
平
成
十
年
度
版
「
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
（
Ａ
４
判
三

十
四
ペ
ー
ジ
）
を
ま
も
な
く
発

行
し
ま
す
。
各
ご
家
庭
へ
は
、

各
町
内
（
自
治
）
会
長
さ
ん
や

マ
ン
シ
’
ン
な
ど
の
管
理
人
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

届
け
す
る
予
定
で
す
。
こ
う
し

た
ル
ー
ト
で
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
ご
家
庭
は
、
広
報

祉
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
（
生
活
保
護

受
給
者
や
社
会
福
祉
施
設
入
所

者
を
除
く
）
几
ｙ
臨
時
特
別
給
付

金
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
市

民
ロ
ビ
ー
ａ
内
線
2
8
3
3
）

〔
申
請
方
法
〕

　
い
ず
れ
も
対
象
者
と
思
わ
れ

る
人
に
は
申
請
書
類
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
申
請
書
を

市
役
所
の
ほ
か
、
各
行
政
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
公
民
館
・
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
会

館
に
も
置
い
て
い
ま
す
。
窓
ロ

で
の
申
請
に
は
通
帳
な
ど
の
口

座
番
号
の
分
か
る
物
と
印
鑑
が

必
要
で
す
。
申
請
は
で
き
る
だ

け
郵
送
で
お
願
い
し
ま
す
。
締

め
切
り
は
郵
送
、
窓
口
と
も
３

月
2
5
日
田
（
当
日
消
印
有
効
）
。

価
格
は
千
円
。
お
求
め
は
歴

史
資
料
館
、
市
役
所
６
階
社
会

教
育
課
、
木
幡
・
小
倉
・
広
野

の
公
民
館
、
観
光
セ
ン
タ
ー
、

観
光
案
内
所
で
ど
う
ぞ
。
囲
歴

史
資
料
館
（
容
2
0
・
1
3
1
1
）
。

　
「
歴
史
サ
ロ
ン
」
開
催

　
こ
の
発
刊
を
記
念
し
、
歴
史

サ
ロ
ン
「
宇
治
の
道
　
旅
人
と

歩
く
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

は
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
▼
と
き
…
３
月
2
0
日
㈲
、
午

後
２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中

央
公
民
館
▼
講
師
…
歴
史
資
料

館
館
員
　
圓
歴
史
資
料
館
（
昔

20
ｅ
1
3
1
1
）
Ｏ

課
（
0
2
2
・
3
1
4
1
内
線
2

0
7
0
）
　
へ
は
が
き
か
電
話
、

来
庁
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
下
旬
に
は
市
役
所

１
階
市
民
相
談
室
、
各
公
民
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
文
化
セ
ン

タ
ー
と
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
桐
島

管
理
事
務
所
に
も
置
き
ま
す
の

で
、
各
窓
口
に
お
申
し
出
を
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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1
0
年
度
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し

　
久
保
田
市
長
は
二
月
二
十
五
日
の
市
議
会
三

月
定
例
会
で
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
で
あ
る
施
政
方
針
を
表
明
。
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
で
財
源
を
重
点
的
効
果
的
に
配
分

し
、
市
民
要
望
に
応
え
る
積
極
的
な
施
策
を
進

め
る
決
意
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
ら

ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
私
は
一
昨
年
十
二
月
に
市

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
以

来
、
「
市
民
が
主
役
の
街
づ

く
り
、
地
域
が
主
役
の
夢
づ

く
り
」
と
い
う
こ
と
を
市
政

推
進
の
柱
に
置
き
な
が
ら
、

す
べ
て
の
市
民
が
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、
快
適
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
新
年
度
に

つ
い
て
は
、
基
本
政
策
に
基

づ
く
施
策
を
よ
り
確
か
な
も

の
と
し
、
本
市
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
の
礎
の
年
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
社
会
は
少

子
・
高
齢
化
や
産
業
経
済
の

変
革
、
高
度
情
報
化
な
ど
が

進
む
一
方
、
金
融
シ
ス
テ
ム

の
安
定
化
、
国
の
行
財
政
改

革
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
な

ど
大
き
な
転
換
期
に
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
増

大
・
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
積
極
的
に
対
応
し
、
来

た
る
べ
き
地
方
分
権
の
時
代

に
対
応
で
き
る
行
財
政
基
盤

を
形
成
す
る
た
め
、
市
政
全

般
に
わ
た
る
改
革
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
西
暦
二
〇
〇
一
年

か
ら
の
十
年
間
を
目
標
年
次

と
す
る
第
四
次
総
合
計
画
の

策
定
作
業
に
も
着
手
し
ま
す
。

「
都
市
基
盤
整
備
」
「
高
齢
社

会
対
策
」
「
教
育
環
境
整
備
」

「
地
域
産
業
振
興
」
な
ど
街

づ
く
り
の
た
め
の
基
本
的
な

視
点
に
加
え
て
、
第
四
次
総

合
計
画
で
は
環
境
に
配
慮
し
、

ゆ
と
り
と
心
の
豊
か
さ
を
創

出
す
る
個
性
あ
る
街
づ
く
り

と
い
う
視
点
が
求
め
ら
れ
て

き
ま
す
。
私
は
市
民
が
主
役

と
い
う
考
え
か
ら
、
計
画
策

定
の
過
程
で
は
で
き
る
限
り

市
民
参
加
の
拡
大
に
努
め
、

市
民
と
協
働
で
新
し
い
総
合

計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
長
引
く
景
気
低
迷
の
中
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
一

般
行
政
経
費
の
節
減
に
努
め

る
一
方
、
財
源
を
重
点
的
、

効
果
的
に
配
分
し
、
各
種
基

金
を
有
効
的
に
活
用
す
る
な

ど
、
従
来
に
増
し
て
創
意
と

工
夫
を
重
ね
て
、
市
民
の
要

望
に
応
え
る
予
算
編
成
を
行
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い
、
諸
施
策
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

み
ど
り
豊
か
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り

　
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
す

る
に
は
安
全
、
快
適
で
利
便

性
の
高
い
ま
ち
を
築
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
公
共
交
通
体
系
の
整
備
で

は
、
平
成
十
三
年
春
の
開
業

に
向
け
て
着
工
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ

奈
良
線
の
宇
治
・
新
田
駅
間

の
複
線
化
・
高
速
化
工
事
に

つ
い
て
、
府
や
沿
線
市
町
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的

に
協
力
し
、
宇
治
駅
の
改
築

と
宇
治
・
新
田
駅
間
の
新
駅

設
置
事
業
の
促
進
も
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
地
下
鉄
東

西
線
の
醍
醐
か
ら
六
地
蔵
ま

で
の
延
伸
に
つ
い
て
も
実
現

に
向
け
京
都
府
・
京
都
市
と

協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て

は
渋
滞
緩
和
の
速
効
性
あ
る

対
策
と
し
て
主
要
箇
所
で
の

交
差
点
改
良
・
右
折
レ
ー
ン

の
設
置
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
「
宇
治
椙
島
線
」
「
黄

葉
山
手
線
」
の
整
備
、
「
新

宇
治
淀
線
」
の
早
期
事
業
着

手
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

　
防
災
面
で
は
、
東
消
防
署

の
移
転
に
伴
う
庁
舎
建
設
、

防
災
備
蓄
器
材
の
充
実
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
い
て
環
境
保
全
計
画

の
策
定
、
動
植
物
生
息
状
況

;,-認2呂回

調
査
に
取
り
組
み
、
新
た
に

い
わ
ゆ
る
「
ポ
イ
捨
て
禁
止

条
例
」
の
制
定
に
向
け
検
討

を
進
め
ま
す
。

　
生
活
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
上
水
道
の
整
備
や
山
間
部

の
簡
易
水
道
・
飲
料
水
供
給

事
業
に
取
り
組
み
、
下
水
道

の
平
成
十
二
年
で
の
普
及
率

五
〇
％
を
目
標
に
整
備
を
進

め
、
未
着
手
地
域
で
は
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

心
と
心
が
通
い
合
う
街
づ
く
り

　
市
民
に
愛
着
・
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
「
ふ
る
さ

と
宇
治
」
づ
く
り
に
努
め
る

一
方
、
秋
に
開
館
予
定
の

「
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
拠
点
と
し
て
、
源
氏
物
語

の
ま
ち
「
宇
治
」
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
文
化
セ
ン

タ
ー
に
っ
い
て
は
築
後
十
三

年
が
経
過
し
た
た
め
、
利
用

者
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、

調
査
に
基
づ
き
再
生
整
備
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　
教
育
で
は
、
子
供
た
ち
の

生
き
る
力
を
育
む
た
め
、
教

職
員
研
修
を
充
実
さ
せ
、
学

校
施
設
の
整
備
を
年
次
計
画

的
に
進
め
ま
す
。
西
宇
治
中

学
校
の
校
舎
改
築
に
つ
い
て

は
積
極
的
な
地
域
開
放
型
校

舎
と
し
、
完
成
後
は
広
く
市

民
に
開
か
れ
た
も
の
に
し
ま

す
。
　
ま
た
、
人
権
問
題
に
つ
い

て
は
差
別
の
な
い
、
み
ん
な

が
輝
い
て
生
き
ら
れ
る
社
会

を
築
く
た
め
に
、
啓
発
や
教

育
活
動
を
通
じ
て
人
権
意
識

の
高
揚
に
努
め
ま
す
。
と
り

わ
け
同
和
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
精
神
的
自
立
に

つ
な
げ
る
と
い
う
基
本
姿
勢
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に
立
っ
て
、
啓
発
・
就
労
・

教
育
問
題
を
中
心
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
女
性
施
策
で
は
多
様
な
機

能
を
持
っ
た
活
動
拠
点
と
し

て
の
仮
称
「
女
性
セ
ン
タ
ー
」

の
基
本
構
想
づ
く
り
に
向
け

た
調
査
を
行
い
ま
す
。

健
康
と
生
き
が
い
を
育
む
街
づ
く
り

　
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
な

ど
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
社

会
参
加
で
き
る
環
境
整
備
と
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
に

基
づ
き
施
設
整
備
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
が
、
特
に
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
事
業
に
っ
い
て
は

三
百
六
十
五
日
・
二
十
四
時

間
派
遣
の
実
施
を
目
標
に
一

層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま

た
地
域
の
拠
点
と
し
て
「
東

宇
治
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
設
置
へ
の
助
成
を
行

い
ま
す
。
平
成
十
二
年
度
か

ら
導
入
さ
れ
る
介
護
保
険
制

度
に
つ
い
て
も
準
備
作
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
で
は
障
害
者

の
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目

指
し
「
障
害
者
福
祉
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
療
護
施
設

建
設
へ
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
少
子
化
の
対
応
に
つ
い
て

は
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
作
る
た
め

小
倉
双
葉
園
保
育
所
に
「
地

域
子
育
て
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
相
談
指
導
を
実
施
す
る

ほ
か
、
総
合
的
な
子
育
て
支

援
策
に
つ
い
て
の
計
画
策
定

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
木
幡
保
育
所
の
全
面
改
築

に
向
け
て
、
基
本
設
計
、
造

成
工
事
に
か
か
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

回目４に呂

西
宇
治
公
園
の
核
と
な
る
体

育
館
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

平
成
十
一
年
開
設
に
向
け
仮

称
『
総
貪
屍
法
面
セ
ン
タ
ー
』

の
建
設
を
進
め
ま
す
。

地
域
産
業
の
振
興
で

未
来
に
飛
躍
す
る
街
づ
く
り

　
工
業
や
商
業
な
ど
の
産
業

の
活
性
化
は
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
す
。
そ
の
意
味
で
生
産
基

盤
の
整
備
と
新
た
な
産
業
立

地
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

産
業
基
盤
整
備
構
想
の
策
定

に
向
け
た
調
査
を
し
ま
す
。

ま
た
緊
急
不
況
対
策
と
し
て

宇
治
市
中
小
企
業
低
利
融
資

制
度
の
保
証
料
の
全
額
補
給

と
利
子
負
担
の
軽
減
補
給
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
農
林
業
で
は
農
用
地
の
保

Ｕ回５巨万

全
や
農
業
基
盤
の
整
備
、
特

産
品
の
奨
励
、
高
収
益
作
物

の
導
入
を
進
め
る
と
と
も
に

仮
称
「
白
川
林
道
」
の
整
備

を
平
成
十
年
度
完
成
を
目
指

し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
茶
業
に
つ
い
て
は
、
消
費

拡
大
に
努
め
る
一
方
で
高
級

茶
産
地
と
し
て
の
伝
統
を
保

つ
た
め
に
も
、
茶
園
の
拡
大

事
業
を
支
援
し
、
新
し
い
集

団
茶
園
造
成
の
た
め
の
構
想

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
知
恵
を
活
か
す

都
市
経
営
の
発
想
に
よ
る
街
づ
く
り

　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

ま
も
な
く
取
り
ま
と
め
を
行

う
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
い
て
都
市
経
営
の
理
念

に
立
ち
簡
素
で
効
率
的
な
市

政
運
営
を
図
り
ま
す
。
ま
た

地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
組

織
体
制
作
り
、
職
員
の
政
策

形
成
能
力
の
向
上
や
意
識
改

革
に
努
め
ま
す
。

　
透
明
で
開
か
れ
た
市
政
の

実
現
と
市
政
へ
の
市
民
参
加

を
さ
ら
に
図
る
た
め
、
四
月

か
ら
情
報
公
開
制
度
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
ま
た
第
四
次
総

合
計
画
の
策
定
に
は
市
民
公

募
な
ど
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
街
づ

く
り
へ
の
市
民
参
加
シ
ス
テ

ム
を
確
立
さ
せ
ま
ず
。
情
報

化
に
つ
い
て
も
各
種
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
市
民
へ
の
情

報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
「
地
域
情
報
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　
街
づ
く
り
の
原
点
と
も
言

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
に
っ
い
て
は
仮
称
「
北

宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
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tします。市の会計

tを行うための10の

億9000万円（市民

(単位は千円。▲は減)

９年度額 伸び率(%)

50,430,000 7.3

45,900 ▲4.1

8,671,000 6.2

7,528,000 12.3

16,000 ▲1.3

12,755,900 2.1

502,400 ▲46.9

18,500 0.0

155,700 14.4

489,900 ▲62.5

16,100 32.9

30,199,400 4.0

5,430,713 ▲2.5

86,060,113 5.5

5688万円t繰出金

227万円

122万円

1600万円

6940万円

650万円

臓資保証料利子補給

1別融資等利子補給

l助

嫂の特別金融対策

iす構想の策定

539万円

500万円

75万円

励
　
　
業

:業の活性化を支援する

　　　　　　　　　曙4152万円

　26万円

6226万円

145万円

3817万円

(仮称)運営

を設置するほか､基礎調査など

畦
圃

－(仮称)建設　　3570万円

3616万円
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1
0
年
度

繰入金（2.8％）
15億40万3千円

予算案の概要
一般会計の内訳 ※（　）内の構成比は四捨五入したものです。

地方消費税交付金

　　(3.6%)
　19億3500万円

諸収入

(3.8％)

20億4995万8千円

地方交付税

　(4.0％)

　21億7000万円

　府支出金

　　（4.4％）-

24億647万4千円

国庫支出金

　(10.5％）／

56億8952万6千円

みどり豊かな住みよい街づくり

〈公共交通〉

　JR宇治駅改築

　JR宇治･新田間新駅設置

　JR奈良線複線化事業負担金

8億4200万円

4億8800万円

2億1209万円

☆京都市高速鉄道東西線延伸事業補助　　　　　850万円

　　Ｍ下鉄東西線の六地蔵･醍醐開延仲事業に補助

☆東西交通網基本構想策定　　　　　　　　　　500万円

　　片治)llをはさむ東西岡城を結ぶ交通畦Mの基本闘の策定

　〈道路〉

　宇治横島線築造(用地買収)　　　　　　3億9900万円

　明星線築造(用地買収､築造工事)　　　4億2600万円

　黄璧山手線築造(設計､用地買収)　　　2億2000万円

　木幡日野線築造(用地買収､築造工事)　　4億4500万円

　新宇治淀線築造(関連整備となる名木川改修の実施設計)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000万円

☆芝ﾉ東金草原線の改良　　　　　　　　　2億1100万円

☆滝ヶ谷森線の改良　　　　　　　　　　　1億2900万円

☆電線地中化事業費　　　　　　　　　　　2億1000万円

　人にやさしい道づくり事業　　　　　　600万円

　　isたにまちかどふれあい花だん事業としてﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを群し、

　　　花壇の順･管理や通じて通行者とのｺﾐｭﾆﾃｨづくりに生かす

　〈水道・下水道〉

◇下水道管渠の建設　　　　　　　　　　　49億500万円

◇笠取･二尾･池尾地区飲料水供給施設整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2億5443万円

　消防費

　（H.2％）.

22億7295万4千円

　公債s

　（8.0％）－

43S1965万3千円

　衛生費

　(8.3%)

44S6311万1千円

諸支出金

(2.4％)

　総務費H

　(13.4％)

72億5746万8千円

農林水産業費

　(1.9％)

10億4719万円

　〈住宅〉

☆市註宅建て替え調査(粍河原)　　　300万円

･☆市営住宅建て替え調査(善法)　　　　　　　200万円

　市営住宅建て替え(神館西)　　　　　5億8000万円

　〈環境〉

☆地球温暖化防止事業　　　　　　　　　　　1651万円

　　μ環境保全計画｣を定めるための調顛用のほか､ﾊｲﾌﾞﾘｯ

　　　Fｶｰ(ｶﾞｿﾘﾝ･Ｕﾓｰﾀｰ側車)の購入､小･中学校

　　　環麟育の振興､ｴｺｽｸｰﾙ推il(小学校の副ﾋ)など難

　合併処理刺ﾋ槽設s補助　　　　　　　　　4334万円

☆ｸﾞﾘｰﾝｵｱｼｽ整備　　　　　　　　　11800万円

　　卜緑化を推進する重点地点を定め､防災公園･広域避難場所

　　　としての機能を併せ照:せて整備する

　城南衛生管理組合分担金　　　　　21億7139万円

　〈防災・その他〉

　防災対策事業　　　　　　　　6億3756万円

　　防災備蓄倉庫の備品充実や自主防災活動への支援など

☆女性鮪団結成　　　　　　　　295万円

◇筋器材整備　　　　　　　　119610万円

　　防震貯水槽の整備や30niのはしご車などの購入など

東消防署庁舎新築(移転)

〈教育〉

◇小･中学校･幼稚園の施設整備

3億491万円

4億2539万円

ﾄ給食室衛生強化･ﾄｲﾚ改修･教室照明改善など

　西宇治中学校の校舎改築

☆北横島小学校の校舎増築

☆給食運営方法の検討調査

☆小･中学校情報教育

☆中学校国際理解教育

☆ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ派遣

　〈市民文化・その他〉

　源氏物語ﾐｭｰｼﾞｱﾑ建設と運営

　源氏ろまん開催

☆文化ｾﾝﾀｰ再生整備計画の策定

2億9521万円

　4800万円

　　20万円

　395万円

　　20万円

　202万円

噫4822万円

　3743万円

　850万円

　平成10年度予算案の主な施策と予算額をお知ら1

は、一般会計と、交通災害共済事業など特定の事丿

特別会計、水道企業会計とで構成。一般会計は54C

1人当たり28万6113円〕を計上しています。

　　　　　　　　　10　年　度　予　算　額

その他（2A%）

12億9585万5千円

会　　計　　名 10年度額

一　般　会　計 54,090,000

交通災害共済事業 44,000

国民健康保険事業 9,208,000

公共下水道事業 8,453,000

住宅新築資金等貸付事業 15,800

老人保健事業 13,023,000

簡易水道事業 266,800

火災共済事業 18,500

墓地公園事業 178,100

公共用地先行取得事業 183,500

飲料水供給施設事業 21,400

特別会計　合計 31,412,100

企業（水道）会計 5,296,384

総　　　　計 90,793,484

☆市役所市民ﾎｰﾙｺﾝｻｰﾄの開催　　　　　100万円

☆埋蔵文化財収蔵庫設置　　　　　　　　　　1400万円

　　ﾄ京滋バイパス能下に埋蔵文化財を納めるコンテナを設置

　国際交流事葉　　　　　　　　　　　　　　1159万円

◇女性政策推i
.　　　　　　　　　　　　717万円

　　ト女性の視点を生かしたまちづくりを行う人材育成､女性ｾ

　　　ﾝﾀｰの基本構想の検討など

530万円

　〈福祉〉

◇在宅老人支援対策　　　　　　　6億5660万円

　　ﾄﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ､ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ運営など

☆身体障害者療護施設･天ｹ瀬寮(称)建設補助3000万円

☆特別養護老人ホーム･宇治横島苑(仮)建m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4000万円

☆障害児季節療育支援　　　　　　　　　　　　54万円

☆介護保険制度施行準備　　　　　　　　　　1782万円

　　ト平成12年度に施行する介護保闘度に向けた諸準備

☆児童育成計画策定　　　　　　　　　　　　　30万円

　　ト子育て支援のための市の基本計蘇定に向けた調査

☆地域子育て支援ｾﾝﾀｰ開設　　　　　　　　900万円

　　ﾄ育児相談や子育てｻｰｸﾙの支援などを行うセンターを

　　　小倉双葉園保育所内に10月に開設

◇民間保育所運営　　　　　　　　　　　15億2605万円

　木幡保育所建て替え(用地購入･設計など)　1900万円

　〈保健・その他〉

☆生活習慣改善指導　　　　　　　　　　　　177万円

　　･･基本健康診査受診の結果､必要な人に個別指導を行う

　総合野外活動センター(仮称)i設　　26億9640万円

西宇治公園整備 　　　　26億4200万円

や屋外プ¬ル√駐車場

☆【ﾖ民健康保険事業特別会1

地域産業振興で

未来に飛躍する街づくり

　〈商工業〉

◇京都府器者生活資金特:

◇京都府中小企業経営支援!

◇小規模事業経営改善事業;

◇宇治市中小企葉低利融弥

☆産業基盤整備構想策定

　　ト市内の産業振興を目1

　〈農林業〉

◇全国･関西茶品評会詰

☆茶園拡大Ｕ補助

☆がんばるふるさとづくり;

　　ト笠取･tli地域の創

　白川林道(仮称)整備

市民の知恵を活かす

都市経営の発想による街づく

り
　〈企画管理〉

☆行政改革進行Ｈ委員会

◇行政総合OA整i

◇情報公開事務

☆第4次総合計画策定の刹

　　ト市民まちづくり会議(

　　　を行う

〈コミュニティ〉

北宇治ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝ:

☆m山集会所建て替え

同和問題啓発

健康と生きがいを育む街づくり

主な事業と予

算額

☆は新規、◇
は拡充
1万未満は切
り捨て

心と心が通い合う街づくり
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福祉

■耳のこと何でも講座

　[〉とき…３月22日(日)、午後１時

半~4時半[＞ところ…東宇治コミュ

ニティセンター[＞内容…補聴器の

上手な使い方、難聴者の利用でき

る福祉制度など[＞受講料…無料

圃福祉総務課(a内線2305)。

戦没者等の遺族の皆さんへ

　第６回特別弔慰金

申請は済みましたか。請求

期限は３月31日(火)です。

圃福祉総務課(昔内線2303)

■身体障害者デイサービス

　〈手足の不自由な人の集い〉[＞

とき‥･３月29日(日)、午前９時半～

午後４時レ行き先…嵐山・高雄[＞

対象・定員i‥肢体にハンディを持

つ人10人、ボランティア15人(先

着順で初参加者優先)[＞参加費…

無料　[i]3月24日(火)までに社会福

祉協議会(昔22-5650、FAX22-56

54)へ。

催し

■植物公園(容45-0099)

　いずれも無料ですが、入園料が

別に必要です。-

　〈春蘭展〉日本春蘭や中国春蘭

など約140鉢を展示。即売もあり。

[＞とき…３月13日出～15日(日)。

　〈春のti-デニング展〉狭くて

も花に囲まれたおしゃれなテラス

の実例を紹介。資材などの即売も

あり。[〉とき…3月19日出～31日(池

■市民素人茶香服大会個人戦

　レとき…３月21日冊、午後１時

半～t＞ところ…宇治公民館[＞参加

費…300円　匝]３月19日出までに

宇治市茶業青年会・辻さん(S88

-5365)、小倉茶業青年団・谷口さ

ん(容21-3151)、東宇治茶業青年

団・藤井さん(S23-0889)へ。

■第19回宇治市少年少女合唱

　団定期演奏会

　じ〉とき…３月22日(日)、午後１時

半～[＞ところ…文化センター大ホ

ールμ曲目…証城寺の狸ばやし、

もののけ姫などレ入場料…無料

回文化観光課(s内線2223)。

■市民健康づくり推進講座

　μとき…３月27日圈、午後１時

~4時[＞ところ…生涯学習センタ

ーに＞内容…京都大学助教授・森谷

敏夫さんの講演｢運動・ストレス

解消で元気百倍｣ほか。正午～午

後１時と午後４時～５時に血圧・

体脂肪測定とコンピューター健康

診断あり[＞参加費７･無料。健康グ

ッズ贈呈レ定員…先着200人　圃

国民健康保険課(a内線2265)。

募集

・育成学級アルバイト指導員

　1>勤務日…月～金のうち指定す

る曜日レ時給…860円レ応募資格…

45歳以下　圃市販の履歴書(写真

必要)を、３月17日(火)までに社会

教育課(a内線2618)へ本人が持

参のこと。応募者の中から必要に

応じて採用します。

スポーツ

■トレーニング機器実技講習会

　μとき…３月28日出、午後１時

半～[＞ところ…黄槃体育館じ＞対象…

15歳以上の人(中学生除＜)[＞参

加費…1000円[＞定員…先着30人

[113月15日(日)から黄槃体育館(S

33-4001)へ。顔写真(3×2.5牡)

が必要。

■東宇治･広野中学校運動場

　の夜間使用登録

　じ＞使用期間…４月１出～11月30

(月)、午後６時半～９時半[＞料金…

○東宇治中= 30分間全面1500円、

半面750円○広野中＝30分間1000

円レ対象…○東宇治中＝宇治川右

岸地域の小学校区と北槙島・槙島

・菟道の各小学校区に住む10人以

上の団体○広野中＝その他の小学

校区に住む10人以上の団体11]3

月11日W) ･ 12日困・16日(月)・17日

(火)、午前９時～午後４時に各中学

校開放運営委員会(東宇治中＝a

32-2131、広野中＝昔44-3866)へ。

■スポーツ安全保険加入

　団体募集

　[＞対象…スポーツ活動、文化活

動、ボランティア活動､地域活動、

指導活動などを行う５人以上の団

体やグループに〉保険期間…10年４

月１日午前Ｏ時～11年３月31日午

後12時。ただし、４月１日以降の

串し込みは掛け金を振り込んだ日

の翌日の午前Ｏ時から有効。圃

市民体育課(a内線2621)。

１行事(年間・一日)傷害

　保険加入団体募集

　[＞対象…市教育委員会が後援す

るスポーツ・レクリエーションな

どの行事[＞掛け金…○年間＝１万

2000円　○一日= 1人30円。ただ

し50人以上から受け付け[＞保険期

間…○年間= 10年^月1日以降の

加入時～11年４月１日午後４時
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圃市民体育課(s内線2621)。一

日傷害保険については、行事の１

週間前までに申し込んでください。

官公署・その他

■健康維持増進支援事業

　宇治商工会議所では、市内事業

所の経営者や従業員の皆さんの健

康維持増進を目的に、ボウリング

やアイススケート、スノーボード

の施設が半額料金で利用できる事

業を実施しています。　圃同会議

所023-3101)。

■さわやかバイクスクール

　[〉とき…３月15日(日)、午前９時

半～11時半レところ…大久保自衛

隊自動車教習所[＞対象…原付・自

動二輪車運転者　圃二輪販売店か

宇治警察署交通課(a24-iiii)。

■城南地域職業訓練センター

　圃同センター(S46-0688)。

　　〈和裁(初級・中級・上級)〉

レとき…４月１日~6月24日の水・

金曜、午前10時～午後４時。20回

[〉受講料…１万2000円。

　　〈ワープロ初級一太郎W95版〉

Ｄとき…４月９日～27日の月・木

曜、午後６時半～９時。　６回E＞受

講料…9000円。

　　〈ワープロ中級ワードW95版〉

[〉とき…４月９日～27日の月・木

曜、午後６時半～９時。　６回[＞受

講料…9000円。

　　くパソコン表計算初級エクセル

W95版〉Ｄとき…４月18日～５月

13日の水曜、午後６時半～９時と

土曜、午前９時半～正午。６回[〉

お母さんといっし

ょ
丸橋　一輝くん（1歳）

　　　真由美さん

　　　　　　（伊勢田町若林）

テレビ広報

さわやか宇治

活躍しています

　　　　宇治市AET

~進む英語教育と国際交流~

　３月21日(祝)

　午後５時半から15分間

　KBS京都UHF34ch

　　手話通訳あり

毎月1

1日号

に掲載

市
民
情
報

短
信

受講料…9000円。

　　〈ワープロ初級一太郎W95版〉

レとき…４月14日～４月28日の火･

木・金曜、午前９時半～午後３時

半。 14回[＞受講料…１万2200円。

■城南勤労者福祉会館

　回同会館(a46-0780)。

　　〈海外旅行のための英会話教室〉

E〉とき…４月10日～９月25日の金

曜、午前10時～正午。20回C〉受講

料…１万7500円(テキスト代込み)。

　　〈演歌歌唱教室〉[＞とき…４月

11日～９月26日の第2 ･ 4土曜、

午後フ時～９時。12回レ受講料…

6000円。

　　〈ちぎり絵教室〉[〉とき…４月

16日～９月17日の第３木曜、午前

10時～正午。６回[〉受講料…１万

500円(材料費込み)。

　【訂正】３月１日号１面ジュニア

文化賞受賞者の斉藤裕里さんは裕

理さんの誤りでした。訂正します。

　
三
月
二
十
一
日
脚
に
第
二
十

四
回
善
法
文
化
祭
が
善
法
隣
保

館
で
開
か
れ
ま
す
。

　
『
広
げ
よ
う
地
域
の
石
”

高
め
よ
う
文
化
の
。
わ
』
を

テ
ー
マ
に
地
域
活
動
の
成
果
な

ど
の
展
示
、
保
育
所
保
護
者
の

人
形
劇
、
子
ど
も
歌
合
戦
、
模

擬
店
な
ど
多
彩
な
催
し
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
祭
前
夜
の
二
十

日
宙
に
は
善
法
集
会
所
で
、
記

念
講
演
会
と
し
て
京
都
市
立
梅

迢
中
学
校
長
の
井
本
武
美
さ
ん

に
よ
る
「
子
供
た
ち
を
取
り
巻

く
状
況
」
に
つ
い
て
の
講
演
が

あ
り
ま
す
。

　
同
和
問
題
の
解
決
は
市
民
一

人
ひ
と
り
の
課
題
で
す
。
差
別

を
な
く
し
、
お
互
い
の
人
権
を

大
切
に
す
る
明
る
い
社
会
を
作

る
た
め
、
同
和
問
題
を
学
び
理

解
す
る
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
▽
と
き
…
３
月
2
1
日
蜘
、
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時
▽
と
こ
ろ

：
書
法
隣
保
館
▽
問
い
合
わ
せ

・
：
同
館
（
0
2
3
・
3
2
3
7
）
。

新料金表（100kg当たり）鞘科金我　りOOkgヨアこリノ

一般廃棄物 産　業　廃　棄　物

廃

棄

物

区

分

事業所の

不燃ゴミ
家

庭

の

粗

大

ゴ

ミ

生工
じ作
る物
ガの
ラ除
等去
のに
不伴
要つ物て

鉱

さ

い

ガ
ラ
ス
及
び
陶
磁
器
くず

金

属

く

ず

ゴ

ム

く

ず

繊

維

く

ず

木

く

ず

紙

く

ず

廃
プ
ラ

ス
チ
　ッ

ク
類

燃

え

殼

延床面積

３１
坐

草

trf

満

１
８
０
０
円

９
０
０
円

８
０
０
円

１
３
０
０
円

１
３
０
０
円

１
３
０
０
円

１
３
０
０
円

１
３
０
０
円

１
３
０
０
円

１
３
０
０
円

１
３
０
０円

２
０
０
０円

１
３
０
０円

処
分
料
金

It以上の不燃

ゴミは城南衛生

管理a合と整合

さすため料金が

割高になります

■Iプラスチック類が他区分と混合した場合は、廃プ

・ラスチック類区分の料金とする。

■iプラスチック類以外の廃棄物の区分混合は、200

　円を加算した料金とする。

　
㈲
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社
で

は
、
処
分
地
の
延
命
・
将
来
計

画
な
ど
を
考
え
、
四
月
一
日
㈹

か
ら
受
け
入
れ
基
準
と
処
分
料

金
を
左
表
の
と
お
り
改
定
し
ま

す
。

善
法
文
化
祭

広
げ
よ
う
地
域
の
“
わ
”

高
め
よ
う
文
化
の
“
わ
”

処分料金改定

　のお知らせ
問い合わせ： 餌宇治廃棄物処理公社

　　　(S21－2807)

　
廃
棄
物
の
営
口
人
れ
基
準
は
、

棒
状
・
板
状
の
も
の
は
長
さ
が

一
メ
ー
ト
ル
以
内
で
最
大
径
は

お
お
む
ね
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
内
、
固
ま
り
状
の
も
の
は

最
大
径
が
お
お
む
ね
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
内
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
搬
入
に
つ
い
て
は
、
公
社
で

の
処
分
を
希
望
す
る
事
業
所
な

ど
が
、
定
期
搬
出
事
業
所
登
録

か
臨
時
排
出
予
約
の
手
続
き
を

行
い
、
公
社
が
交
付
す
る
廃
棄

物
処
理
伝
票
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

虚
偽
の
申
請
や
不
正
な
搬
入
が

あ
っ
た
場
合
は
、
以
後
の
搬
入

を
お
断
り
し
ま
す
。

880

情報
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